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　令和５年６月 26 日付で、岡田光正氏（広島大学名誉教授、放送大学名誉教授）が国際エメックス
センター新理事長に就任しました。

　閉鎖性海域は外海だけではなく沿岸域の人間活動等を通じて陸域

の影響も受けている海域、いわば陸と海とが交わる海域です。その

代表ともいえる瀬戸内海は、かつて「瀕死の海」と呼ばれる状況に

まで水質悪化が進んだため、総量削減を含む様々な排水規制が行わ

れてきました。瀬戸内海のみならず、同様な問題に直面している世

界の閉鎖性海域の環境の保全・創造を目的として国際エメックスセ

ンターが設立された 1994 年はこのような時期にあたります。

　以降、排水規制等によって瀬戸内海の水質は改善されてきました

が、近年は漁獲量の減少やノリの色落ちのように生物生産性は低迷

し、水質保全だけではかつての豊かな瀬戸内海が再生されないと考

えられるようになりました。このため、2015 年の瀬戸内海環境保

全特別措置法改正では、「生物の多様性及び生産性が確保されていること等、その有する多面的価値及

び機能が最大限に発揮された豊かな海とする」ことが盛り込まれるとともに、2021 年改正では特定の海

域において栄養塩類を適切に増加させることを可能にする特例も新設されました。

　一方、2023 年には「生物多様性国家戦略 2023 ‐ 2030」が定められ、陸と海の 30％以上を健全な生態

系として保全する目標（30by30）が掲げられ、持続可能な産業活動が生物多様性の保全に貢献している

海域を「保護地域以外で生物多様性の保全に資する地域（OECM）」として認定することになりました。

　このように、閉鎖性海域の環境保全は、当センター創立時のような一方的な負荷量削減から、生物多

様性の確保のために負荷量管理、さらには沿岸域生態系の生物多様性の保全へと変化してきました。近

年のエメックス会議等で注目されている統合的沿岸管理や里海の創生はまさにこのような変化に対応し

ているものです。

　当センターとしてこれをさらに推進するには、行政、研究者、事業者、市民等の各主体間の有機的ネッ

トワークを構築し、国際的かつ学術的な交流を推進することがこれまで以上に求められております。皆

様の御協力と御支援、どうぞよろしくお願い申し上げます。

公益財団法人
国際エメックスセンター

理事長

岡田光正・国際エメックスセンター新理事長が就任しました
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　国際エメックスセンターは調査・研究事業の強化を図る
ための取り組みの一環として、令和２年度より若手研究者
活動支援制度を設置し、閉鎖性海域の環境保全に資する研
究に取り組む優れた若手研究者の支援をしています。

　４年目となる今年度は 11 件の申請があり、令和５年６
月６日（火）にエメックス研究員会議において厳正な選考
が行われ、助成対象研究者として昨年からの継続５名を含
む７名が決定しました。

【令和５年度助成対象者】
研究者名 所　　　　　属 研　究　課　題　名

藤　林　　　恵 九州大学大学院
工学研究院環境社会部門

陸域から供給されるケイ素の歴史的変遷と干潟生態系の
群衆構造に与える影響（その３）

中　國　正　寿 香川大学　農学部 季節変化を伴う牡蠣と微細藻類間における必須脂肪酸組
成の関係性（2年目）

岡　村　知　海 国立研究開発法人水産研究・教育機構
水産技術研究所

二枚貝浮遊幼生の餌である微小珪藻類の生理・生態に関
する研究〜浮遊幼生の活力や着底に与える影響と増殖特
性の解明〜

板　倉　　　光 東京大学　大気海洋研究所 有明海における遡河回遊魚エツの産卵・回遊生態の解明
と保全に関する総合的研究（その 2）

伊佐田　智　規 北海道大学
北方生物圏フィールド科学センター

北海道厚岸湖のアマモ場における透明細胞外重合物質粒
子（TEPs）の変動要因の解明（その 2）

中　村　隆　志 東京工業大学 環境・社会理工学院 陸域―海域―生態系統合モデルを用いた宮城県志津川湾
デジタルツインの開発

小　林　英　貴 富山大学 学術研究部理学系 炭素収支の解明を主とした沿岸域の炭素・栄養塩の動態
把握：富山湾をモデルケースとして

 令和５年度助成対象研究者のご紹介令和５年度助成対象研究者のご紹介 若手研究者活動支援制度の助成対象となった
７名の方々をご紹介します。

陸域から供給されるケイ素の歴史的変遷と
　　　　　　　　干潟生態系の群集構造に与える影響（その３）
	 　　　　　　　　九州大学大学院工学研究院環境社会部門

� 助　教　藤　林 　　  恵
　一昨年、昨年度に引き続き、令和５年度若手研究者活動
支援制度に採択いただき、うれしく思います。本研究課題
では、動物にとって重要な栄養素であるエイコサペンタエ
ン酸の生産者である珪藻の増殖に不可欠な溶存態ケイ素

（DSi）の動態に関する研究を進めています。昨年度まで
の研究課題では、福岡県を流れる瑞梅寺川を対象として、
ダム、下水処理施設、河道内植生が流域の DSi 動態に与
える影響を調べました。その結果、瑞梅寺川流域では、瑞
梅寺ダムの運用が開始された 1970 年代以降、河口域の今
津干潟に対する DSi 負荷量が減少していることが示唆さ

れました。さらに、今津干潟のコアサンプルから、ダム運
用開始後に今津干潟の底生付着珪藻の生産性や多様性が低
下した兆候があることが確認されました。三年目の本研究
では瑞梅寺川流域の土地利用の大部分を占める水田に注目
し、DSi 動態に与える影響の定量的評価を目指します。さ
らに、今津干潟に対する DSi 負荷量の変動が、今津干潟
の底生付着珪藻の生産量や底生動物の二次生産に与える影
響についても検討します。将来的には、DSi 負荷量の変化
が河口域の生態系構造に与える影響を踏まえて、生態系保
全に考慮した流域管理を実現することが目標です。

調査対象地：瑞梅寺川流域

瑞梅寺ダム瑞梅寺川

川原川

新西部水処理
センター

今津干潟

瑞梅寺ダム
1978年に運用開始された多目的ダム

新西部水処理センター
2014年に運用開始された高度下水処理施設

ヨシ原

今津干潟
希少種（カブトガニなど）が生息する干潟

瑞梅寺川中流域に見られるヨシ原

（写真：福岡市HPより）

瑞梅寺川におけるDSi収支 2022年11月
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季節変化を伴う牡蠣と微細藻類間における
　　　　　　　　　　　必須脂肪酸組成の関係性 （2 年目）
	 　　　　　　　   　 香川大学　農学部

	 � 協力研究員　中　國　正　寿 

　この度は、EMECS 令和５年度若手研究者活動支援制度
助成金に採用を頂き大変にありがとうございます。現在、
私は、香川大学農学部にて協力研究員として、播磨灘を中
心に瀬戸内海の物質循環の研究に取り組んでおります。本
研究テーマは、「季節変化を伴う牡蠣と微細藻類間におけ
る必須脂肪酸組成の関係性」です。牡蠣を含む海洋の生物
は、EPA や DHA などの必須脂肪酸を豊富に持っています。
必須脂肪酸は、魚類の生育に必要不可欠な栄養素で、魚類
の成長率をよくすることが知られています。牡蠣
は、ろ過によって微細藻類を捕食するため、微細
藻類によって、牡蠣中の脂肪酸組成は、変化する
と期待されます。実際に、脂肪酸組成の異なる餌
を変えて牡蠣の飼育を行った先行研究では、餌の
脂肪酸組成に牡蠣の脂肪酸組成が応答を見せ、必
須脂肪酸の含有率が高い餌では成長率がよくなる

ことが報告されています。しかしながら、現場環境下での
牡蠣とその餌の微細藻類の脂肪酸組成の関係性に関する知
見は限られています。そこで、本研究では、現場観測から、
どれくらいの量の微細藻類が、どのような脂肪酸を持ち、
それがどのように牡蠣に引き継がれているのかを明らかと
することを目的とします。本テーマは、今年で２年目を迎
え、本年度は、長期的なデータから、詳細な解析を試みて
いきます。

　瀬戸内海では 1980 年代中頃以降、アサリをはじめとす
る二枚貝類の生産量が減少しています。二枚貝類は水産生
物としてだけでなく、環境水を浄化する作用を有しており、
健全な沿岸環境を維持するために必要不可欠な存在です。
二枚貝類生産量が減少している要因として様々な因子が考
えられていますが、餌料環境の変化がその一因として指摘
されています。これまでの当所の研究で、10 μm 以下の珪
藻類 （微小珪藻類） がマガキ浮遊幼生の餌として重要であ
り、その発生量が着底の成否を左右し、資源量に影響を与
えることが考えられました。しかし、各種微小珪藻類の発
生量が二枚貝浮遊幼生
に与える影響は調べら
れていません。そこで
本研究では、各種微小
珪藻類の発生量が二枚
貝浮遊幼生の活力や着
底の成否に与える影響
を明らかにするために
現場観測を行います。　 

　また、これまでの広島湾における観測の結果から、10μm 
以上の珪藻類（中型珪藻類） が大量発生した後、微小珪藻
類が大量発生する現象を捉え、「微小珪藻類は中型珪藻類
由来の有機物を利用する」という仮説が立てられました。
そこで本研究では、この仮説を室内試験で検証し、微小珪
藻類の大量発生メカニズムの解明に挑戦します。最終的に
は、本研究で得られる結果を総合し、二枚貝類の生産にとっ
て好適な沿岸環境に関する情報を提供するとともに、二枚
貝類の生産低迷の原因を解析するための基盤情報を得るこ
とを目標としています。

昨年度の結果
7744%%  ±±  1122%%
88%%  ±±  77%%
99%%  ±±  88%%
99%%  ±±  77%%

7割以上の餌供給源は，懸濁態粒子（≒植物プランクトン）
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は季節で組成が異なった
昨年度のデータ

昨年度のデータ

目的
夏季から冬季にかけて
牡蠣とその餌となる微細藻類間の脂肪酸組成の変動
をモニタリングし，牡蠣の脂肪酸組成がどのように

 微細藻類から引き継がれているのかを明らかとする
牡蠣 微細藻類

どれくらいの量の微細藻類が
どのような栄養素（脂肪酸組成）を有する時に，
どのように牡蠣の脂肪酸組成が変化しているのか？

二枚貝浮遊幼生の餌である微小珪藻類の生理・生態に関する研究
　　～浮遊幼生の活力や着底に与える影響と増殖特性の解明～
	 国立研究開発法人水産研究・教育機構 
	 水産技術研究所 環境・応用部門
	 沿岸生態システム部 漁場生産力グループ

� 研究員　岡　村　知　海

微微小小珪珪藻藻類類のの培培養養株株
ママガガキキ幼幼生生がが微微小小珪珪藻藻類類

をを摂摂餌餌すするる様様子子
【【広広島島湾湾観観測測】】

＋

各種微小珪藻類の発生量、
マガキ幼生のサイズ別計数、

着底数のデータ取得

【【発発現現遺遺伝伝子子解解析析】】
マガキ幼生の活力を調査

微小珪藻類の多寡が
二枚貝浮遊幼生の活力

および着底に与える影響を評価

微小珪藻類の大量発生
メカニズムを解明

【【室室内内培培養養試試験験】】
微小珪藻類の増殖特性を評価

・・二二枚枚貝貝類類のの生生産産ににととっってて好好適適なな沿沿岸岸環環境境にに関関すするる情情報報をを提提供供
・・二二枚枚貝貝類類のの生生産産低低迷迷のの原原因因をを解解析析すするるたためめのの基基盤盤情情報報をを得得るる
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有明海における遡河回遊魚エツの産卵・回遊生態の解明と
　　　　　　　　　　　保全に関する総合的研究（その２）

　
　　　　	 　　　　　　　　　　　 東京大学　大気海洋研究所

	 � 助　教　板　倉　　　光 

　私は、2014 年に東京大学で博士号を取得後、神戸大学
や米国メリーランド大学での勤務を経て、2021 年 12 月よ
り東京大学大気海洋研究所に所属しております。環境変動
に対する水産資源の応答機構の理解を研究テーマとし、特
に魚類の多様な回遊型や生活史特性が環境変動下において
どのように個体群維持に寄与するのかに興味を持って日々
の研究を進めています。
　本研究課題では、有明
海に生息する遡河回遊魚
エツをモデルとし、その
産卵・回遊生態の理解を
通して、東アジアの閉鎖
性海域の環境や本種資源
の保全に貢献することを
最終目標とした研究を行
います。東アジアに広く
分布するエツ属魚類は、

川と閉鎖性海域間の接続性や高濁度域の健全性を示す良
い指標種になり得ると考えています。私は、耳石や環境
DNA 分析を用いて、エツの産卵河川、仔稚魚期の成育場
ならびに回遊パターン、成長に伴う海での空間分布と生息
環境、産卵河川間の接続性の程度を推定し、エツが指標す
る環境特性を生活史に沿って明らかにしていきます。

北海道厚岸湖のアマモ場における
　透明細胞外重合物質粒子（TEPs）の変動要因の解明（その２）
� 北海道大学 北方生物圏フィールド科学センター 厚岸臨海実験所　　

� 准教授　伊佐田　智　規

　私の調査域である北海道東部の厚岸湖は、亜寒帯閉鎖性
海域の汽水湖で、ほぼ全域にアマモが繁茂しています。陸
域後背地にはラムサール条約登録湿地かつ国定公園で国内
2 位の湿地面積を誇る別寒辺牛湿原が広がり、厚岸湾には
沿岸親潮が流入するなど、豊かな生態系が広がっています。
カキやアサリの養殖も盛んです。
　沿岸浅海域におけるアマモ場などの光合成により海中に
吸収・貯蔵される炭素「ブルーカーボン」は、気候変動を
緩和する機能として重要な役割を果たしています。本研究
では、このアマモ場で透明細胞外重合物質粒子（TEPs）
と呼ばれるネバネバ物質が、どんな時にどれくらい生成さ
れるのかの解明を目指します。TEPs は粘性が高く、水中
の粒状有機物を凝集させる接着剤として機能します。マリ
ンスノーとなり沈み、海の中に炭素を閉じこめる役割を果
たしています。しかし、アマモ場の TEPs 動態はほとんど
明らかにされていません。1 年目の調査結果からは、厚岸
湖・厚岸湾のアマモ場における TEP 濃度は夏季に最も高
くなることがわかりました。この夏場の高い TEP 濃度は、
アマモの葉上に生息する付着珪藻類による TEP 生成の寄

与が大きいと言うこともわかってきました。TEPs による
有機炭素の貯蔵経路が存在するのかを調査し、アマモ場の
炭素循環過程の正確な理解を通して、ブルーカーボン生態
系の保全へ貢献することを目指します。

研究の目的
筑後川

六角川

塩田川

どの川で産卵？
河口のどこで産卵して
成長し、いつ降海？

筑後川・六角川・塩田川
以外の情報なし

海をどこまで回遊？

エツの生息環境を生活史に沿って解明し、エツが指標する環境特性を提示

閉鎖性海域の保全策やエツ資源の管理策を提案

環境DNA分析：
産卵河川を推定

耳石分析による塩分推
定値と環境DNA濃度を
現場塩分と比較

耳石酸素同位体比分析
で経験塩分の絶対値を
生活史に沿って推定

産卵のために産まれた川へ戻る？

耳石Sr同位体比・微量元
素分析で判別手法開発

閉鎖性海域・高濁度域に依存する魚：エツ

カタクチイワシ科エツ属(Coilia)は東アジアに広く分布する水産重要種
日本では有明海流域にのみ生息
川で産まれ、海で成長する遡河回遊魚

エツは高濁度域の健全性や川と閉鎖性海域の接続性を示す好指標
→エツが住めるような環境を保全 ＝ 閉鎖性海域の環境保全に繋がる
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陸域―海域―生態系統合モデルを用いた
　　　　　　　　　　　宮城県志津川湾デジタルツインの開発
� 東京工業大学 環境・社会理工学院　　

� 准教授　中　村　隆　志

　東京工業大学 環境・社会理工学院 融合理工学系の中村
隆志と申します。この度は、EMECS 令和 5 年度若手研究
者活動支援制度助成金に採択を頂き、誠にありがとうござ
います。私はこれまでに、主に熱帯・亜熱帯域の沿岸生態
系、特にサンゴや海草、マングローブなどを対象に研究や
生態系モデル開発を行ってきました。私はこれまでに、主
に熱帯・亜熱帯域の沿岸生態系、特にサンゴや海草、マン
グローブなどを対象に研究や生態系モデル開発を行ってき
ました。そんな私が志津川湾にのめり込むことになったの
は、琉球大学の栗原晴子教授に、志津川湾のカキに関する
研究に誘って頂いたことがきっかけです。そして、長く志
津川湾の調査研究を行ってきた東北大学の坂巻隆史准教授
とも共同で志津川湾の研究を
始めました。
　志津川湾のような半閉鎖性
内湾は、陸域からの影響や外
洋水の差し込みなど、様々な
影響を受け、複雑な流動環境・
水質環境となっていることが
知られています。さらには、
近年の人為起源の大気 CO2 濃

度の増加に伴う地球温暖化や海洋酸性化は、特に夏場の湾
内水塊の成層化を深刻化させ、底層での貧酸素化および酸
性化を深刻化させる恐れがあります。そして、その酸性化
の進行は、カキなどの水産資源に深刻な影響を及ぼす可能
性が示唆されています。そこで本研究では、志津川湾を対
象に、陸域―海域―生態系統合モデルを用いた志津川湾デ
ジタルツインの開発を行うことをで、数値シミュレーショ
ンによって水産資源の動態も含めた湾内環境や生態系を完
全再現し、現在および気候変動下の将来において持続可能
な最適な水産資源の利用や養殖の在り方を探索することを
目指しています。

外洋からの
物質供給
熱交換

陸域から
の栄養塩、
有機物、
土砂流入

植物プランクトン
の増殖

デトリタスの沈殿 分解

養殖

本提案の背景・目的 宮城県南三陸町志津川湾
地球温暖化

海洋酸性化

成層化
の強化

pH低下
貧酸素化

ローカルな
海洋酸性化や
貧酸素化が
深刻化

数値シミュレーションによって水産資源の動態も含めた湾内環境や生態系を完全再現
しシナリオ解析を行い最適解を模索する

陸域―海域―生態系統合モデルを用いた志津川湾デジタルツインの開発

将来にわたる持続可能な水産資源の利用や養殖あり方は？

陸域ー海域ー生態系統合モデルの構成

陸域から沿岸域への
負荷を計算

陸域モデル 海域モデル

現地観測
・多点空間採水
・定点観測
・河川観測

モデルの検証データ

海域への
・淡水
・栄養塩
・有機物
・土砂
流入

60m メッシュ
1.5 km メッシュ 300m メッシュ

カキ飼育実験
（東北大・坂巻氏 作成）

Water quality
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生態系モデル
カキ動態モデル

多重ネスティングによる高解像度化

低次生態系モデル
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CaCO3 NH4

炭素収支の解明を主とした沿岸域の炭素・栄養塩の
　　　　　　　　　　動態把握：富山湾をモデルケースとして
� 富山大学　学術研究部理学系（理学部　自然環境科学科）　　

� 特命助教　小　林　英　貴

　私はこれまで、過去に生じた海洋炭素循環の変化を調べ
るために、海洋の炭素循環を構成するプロセスを数学的に
表現し、プログラムに組み込んだ数値モデルを構築し、大
型計算機を用いた数値実験を行ってきました。これにより、
海水温や海洋循環、植物プランクトンの光合成などによる
海水中の炭素の輸送がそれぞれどのように変化し、大気中
の二酸化炭素濃度にどの程度の影響を与えるのかを調べて
きました。
　海洋への二酸化炭素の吸収に関する観点では、沿岸海域
は植物プランクトンの成長に必要な栄養塩の供給が豊富に
供給され、海洋生態系における
光合成量が高い海域です。その
ため、大気と海洋との間で二酸
化炭素のガス交換を通じて、二
酸化炭素の吸収源として機能す
ることが期待されています。本
課題では、富山湾の炭素を中心
とした海洋物質循環のメカニズ

ムを、モデルを用いた数値実験と観測データの両面から明
らかにすることを目指しています。
　具体的には、海洋物質循環モデルを新たに構築し、富山
湾の生態系と関連づけられる栄養塩や炭素などの溶存物質
の収支を定量化します。また、富山湾には陸域から河川水
や地下水の流入、さらには海底からの湧出などにより、栄
養塩が豊富に供給されています。これらの流入量を観測に
よって制約し、モデルに組み込むことで、陸起源の栄養塩
が富山湾の沿岸海域の生態系に及ぼす影響を評価すること
を目指しています。

富山湾における炭素収支の炭素収支の解明を主とした
沿岸域の炭素・栄養塩の動態把握

 海洋物質循環モデルを新たに構築

大洋規模の海洋物質循環モデリング実績（研究代表者）

 富山湾内・陸水の化学観測データの取得と分析

化学成分の採取と精緻な分析実績（共同研究者）

化学観測データを用いて校正したモデルを用いて、
炭素や栄養塩を中心とした海域における物質の収支を定量化       
現現在在のの状状態態をを把把握握

気候変化、人間活動による栄養塩供給・管理シナリオ下の実験
将来予測と行政政策への提示

現在そして未来の「富山湾の健康度」を調べる

研研究究のの目目的的 「「海海洋洋モモデデリリンンググ」」・・「「化化学学観観測測・・分分析析」」をを専専門門ととすするる研研究究者者のの相相補補的的連連携携

格子化した富山湾の
海底地形

計算の校正に観測データを利用

観測の解釈にモデル計算を利用モデル 観測・分析

d6sr1

A05

kr1

A01

長崎丸 HP

全アルカリ度滴定装置
ATT-15
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　第 19 回 仏日海洋学会シンポジウム“Coast Caen 2023”
が、2023 年 10 月 24 日～ 27 日にフランス北西部に位置し
イギリス海峡に程近いノルマンディーのカーン大学におい
て、「陸と海の境界における地球規模の変動に対する適応 -
生態系とエネルギー転換の共有のために」をメインテーマ
とする国際シンポジウムと連動する形で開催されました。
これに先立つ 10 月 22, 23 日のエクスカーションも含めて
参加させていただきましたので、その概要についてご紹介
させていただきます。
　そもそも参加するきっかけになったのは、2022 年 10 月
30 日に（公財）国際エメックスセンターと（特非）里海づ
くり研究会議の共催により神戸市で開催された第３回里海
カンファレンス「日本の里海～その成立要因と多様な役割
を探る～」でした。本カンファレンスは、日本を代表する
岡山県備前市日生町、 沖縄県国頭郡恩納村、宮城県南三陸
町、高知県大月町柏島の４つの里海について成立要因や持
続性などについて比較検証したもので、これに日仏海洋学
会の小松輝久会長が参加され、第 19 回仏日海洋学会シン
ポジウムの里海セッションにお誘いいただいた次第です。
　松田治先生（広島大学名誉教授）は、本シンポジウムの
運営組織メンバーである国際エメックスセンターの代表と
してフランス側から招聘され、鹿熊信一郎先生（佐賀大学
特任教授）と私は、国際エメックスセンターから派遣さ
れる形で参加しました。エクスカーションは、21 日 19 時
から Coast Caen 2023 実行委員長のカーン大学ジャン・ク
ロード・デュバン教授により催されたカクテルパーティ
に始まり、ここで行程などの説明を受けました。22 日に
は世界遺産モン・サン・ミッシェルの威容（写真１）に
圧倒されつつ壮大な歴史と文化に触れ、12 ｍにも及ぶ干
満差がもたらす広大な干潟に驚愕し（写真２）、多様な多
毛類の営みが健全な環境を支えていることを学び、潮汐に
伴う底泥粒子の
堆積により断流
して物質収支が
損なわれないよ
う河口部に設置
された水門構造
のダムを見学し
ました。23 日に
は貝類養殖場を
ご案内いただき
ま し た。 ノ ル マ
ンディーには 300
以上の貝類養殖
会社があるそう
で、 ご 当 地 の バ
イ貝、ムール貝、

ホタテ貝、カキ、アサリなどに舌鼓を打ちました。特に生
のアサリはとても美味で、カキより高価で地元でも１ダー
ス 12 Euro もするとか、殻頂部をこねるようにして器用に
むき身にしていきます。漁港では、10 ｍ以上もある大き
な干満差に対応できるよう工夫された水陸両用漁船などこ
の地方独特のものもありましたが、漁具を野積みしてある
様子は日本と同じで、底曳き網漁具の中に瀬戸内海で違反
漁業とされている禁止漁具に酷似したものを発見、漁獲効
率を追求する漁師根性には両国に共通するものがあると確
信しました。
　24 日～ 27 日にカーン大学で開催されたシンポジウムは
フォーラムとカンファレンスの２部に分かれた同時進行
で、カンファレンスはアカデミアに特化して英語での発
表、私達が属するフォーラムは研究者以外の方々も参加
して議論できるようフランス語と日本語の同時通訳でし
た。松田先生は、オープニングセレモニーでの仏日海洋学
会のパトリック・プリューゾ会長、日仏海洋学会の小松輝
久会長、日本大使館の一等書記官らとともに国際エメック
スセンター代表としてスピーチに加わった後、“Satoumi 
Master” として基調講演をされ、万雷の拍手と多くの方々
からの“Congratulations!”を受けられました。松田先生は、
その後もセッションの座長を務められたほか、カーン市長
も列席されたエスプラナード・ジャン＝マリー・ルヴェル
男子修道院でのウェルカムパーティでも水産研究・教育機
構の中山理事長とともに壇上に引っ張り出され、さぞお疲
れになったことと思います。鹿熊先生と私は、国際エメッ
クスセンターとフランス SFJO 共催セッションである「里
海概念とコモンズの管理：統合的アプローチ、陸と海、自
然と文化のつながり」の場において、それぞれ「沖縄のサ
ンゴ礁の里海」、「アマモ場とカキ養殖の里海」と題して発
表し、たくさんの質問をいただき希望に溢れた報告と評さ
れました。松田先生は総評（写真３）の中で、 Satoumi の
国際展開 は、2006 年にカーンで開催された EMECS ７（第 
７回世界閉鎖性海域環境保全会議）に始まったことに触れ、
当時は自然科学的な視点が主体であったが、今回のシンポ
ジウムでは文化的、社会科学的なアプローチの成果が多く
紹介され、これこそが、この
17 年間の里海の進化であると
強調されました。さらに、今
後のフランスと日本の交流の
中で相乗効果や化学反応が生
まれ、さらなる進化を遂げる
ことを予感するとし、最後に
見事な同時通訳を披露してく
ださった訳者の方々に謝辞を
述べられ、拍手喝采の中で閉
幕となりました。

写真 3　松田治先生による総評

写真 1　モン・サン・ミッシェルの威容

写真 2　�モン・サン・ミッシェル周辺に広が
る広大な干潟

第 19回　仏日海洋学会シンポジウム　参加報告
� 特定非営利活動法人里海づくり研究会議　理事・事務局長

� 田　中　丈　裕
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　令和５年 11 月 17 日（金）～ 19 日（日）にかけて国際
アマモ・ブルーカーボンワークショップ（主催：国際アマ
モ・ブルーカーボンワークショップ実行委員会）が笹川平
和財団国際会議場（東京都港区虎ノ門）で会場参加及びオ
ンライン配信で開催されました。
　国際エメックスセンターはワークショップの「ブルー
カーボン生態系に関する最新知見の共有、海辺の保全・再
生に取り組む団体間の連携強化・取組推進を目指して国際
シンポジウムを開催する」という趣旨に賛同して協賛し、
現地で参加しました。
　１日目は開会式、４つの基調講演、パネル討論が行われ
ました。基調講演では、ブルーカーボン生態系保全の必要
性等に関する包括的な発表や国内外に取り組みや推進の
状況等について発表がありました。パネル討論では参加者
からの質疑を交え、ブルーカーボンに取り組むためにはコ
ミュニティにとっての利益やステークホルダーとの関係づ
くり、経済的な面を考える必要性があること等について話
し合われました。
　２日目は基調講演４つとセッション「実践の最前線１～
３」が行われました。基調講演では膨大な調査を基にした
炭素貯留量の定量評価の実践や環境 DNA による生物多様
性の観測、フィリピンや紅海におけるブルーカーボン生態
系の保全・再生に関する発表がありました。その後のセッ
ションでは、国内の漁業者や企業、行政、市民、小学生や
高校生、大学生の方々が実践している、アマモ場再生や海
辺の環境活動の取組について発表されました。
　最終日となる３日目は午前に Coast Card プロジェクト

（ベルモントフォーラム国際共同研究）で行われている研
究に関する基調講演とセッション「実践の最前線 ４」が
行われ、日本や米国、フィリピンにおける流域及び沿岸域
環境の持続可能な環境管理等について発表がありました。
　午後は「世界との対話：社会変革を目指して」と題し、
講演者と会場参加者が参加して、天然資源と水管理に携
わる行政や企業、市民等の立場に立って環境管理を考える
ロールプレイングゲーム「Get the Grade」が行われました。
自分の立場の意見を述べるだけではなく、それが経済や環
境、ツーリズム等の様々な面にどのような影響を与えるの
かを考えながら進め、ゲームのポイントを取るという難し
さもありましたが、大変楽しいものでした。
　このゲームでワークショップのプログラムは全て終了
し、最後に Coast Card プロジェクト代表者からの挨拶に
より閉会しました。
　３日間のワークショップで印象的だったのは、行政、企
業、漁業者の方々だけではなく、小学生や高校生、大学生
といった若い方々が、ブルーカーボンについて多くの人に
知ってもらうための取組や、アマモ場の再生や移植活動、
海辺の環境保全活動に若者の参画を促す活動を積極的に
行っていることでした。エメックスセンターでも流域・沿
岸域の環境保全の研究活動を行っている高校生を対象にし
た「高校生海洋環境保全研究発表会」を開催しているため、
ワークショップに参加している高校に同発表会を紹介させ
ていただきました。

ロールプレイングゲーム “Get the Grade” エメックス協賛バナー

国際アマモ・ブルーカーボンワークショップ 2023　参加報告
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　国際エメックスセンターでは、次世代の海洋環境保全を
担う人材育成を推進するため、高校生が行っている沿岸域
や流域の環境保全に資する研究活動について専門家がアド
バイスする「高校生海洋環境保全研究発表会」を令和４年
度から実施しています。
　令和５年 11 月３日（金・祝）に「令和 5 年度高校生海
洋環境保全研究発表会」の指導会を非公開で開催しました。
北海道、宮城県、東京都、兵庫県、広島県、愛媛県から参
加した９校、28 人の高校生が護岸、干潟、マイクロプラ
スチック、プランクトン等に着目した流
域・沿岸域の環境保全研究や活動等、多
岐にわたる発表を行い、５人の発表指導
委員から研究や活動内容について今後の
進め方や発表の方法、スライドのわかり
やすい見せ方等について熱心な指導と助
言を受けました。
　その後、令和６年１月 27 日（土）に

会場及びオンライン配信で開催した「令和５年度高校生海
洋環境保全研究発表会」（会場：スペースアルファ三宮）
において、指導会で受けた助言を踏まえた成果を公開で発
表しました。発表終了後は発表指導委員の審査が行われ、
最優秀賞に東京都立芝商業高等学校、優秀賞に宮城県南三
陸高等学校、広島県立広島国泰寺高等学校、愛媛県立伊予
農業高等学校の 3 校が選ばれ、表彰されました。
　３月中に当センターホームページにて発表会の動画を公
開する予定ですので、是非ご覧ください。

ご賛同いただけるみなさまのご協力、ご参加を心よりお待ちしています。また、みなさまのお近くの方にも是非、本会をご紹介ください。
　　《年会費》　　　　　　　　《特典》
　　団体会員　100,000 円	 	 ❶　当センターが主催または共催するシンポジウムセミナー等に優先的に参加することができます。
　　NGO団体　30,000 円	 	 ❷　当センターが有する最新の情報の提供を受けることができます。
　　個人会員　  10,000 円	 	 ❸　当センターが実施する調査研究プロジェクトの形成などに参加できます。

※入会を希望される方は、国際エメックスセンター事務局までお問い合わせください。
　編集・発行及び連絡先　　公益財団法人 国際エメックスセンター
	 651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通 1丁目 5番 2号　人と防災未来センター東館 5F
	 　　　　　　TEL：078-252-0234　FAX：078-252-0404
	 　　　　　　HP：https://www.emecs.or.jp　　E-mall：secret@emecs.or.jp

事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ

令和５年度高校生海洋環境保全研究発表会開催報告

　（公財）国際エメックスセンターは（公社）瀬戸内海環
境保全協会と共同で、令和５年 10 月 5 日（木）～ 7 日

（土）にかけて神戸国際会議場で開催された「Techno-Ocean 
2023」（主催：テクノオーシャン・ネットワーク）の展示
会に出展しました。
　本イベントでは「海をいかす」をテーマに、展示会の他、
基調講演、海運や洋上風力発電、養殖業等をテーマにした
パネルセッション、水中ロボット競技会等が開催されまし
た。当センターが参加した展示会には 82 の企業・団体が
出展し、海洋科学技術や海洋環境保全に関する展示があり、
ネットワーク構築や取組の紹介等が行われました。
　当センターは、閉鎖性海域の説明やエメックス会議に関
する説明の他、当センターが登録している SDGs 目標 14「海
の豊かさを守ろう」ボランタリーコミットメントの紹介や
新事業として令和４年度から開催している「高校生海洋環

境保全研究発表会」に関するパネルを展示しました。
　Techno-Ocean 2023 全体の参加者数は 7,877 人（主催者
発表）で、当センターのブースにも行政や企業関係者、市
民の方々にお越しいただきました。

Techno-Ocean 2023　参加報告

エメックスセンターHP


